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住宅部会ゼミナール 2014
講演報告

　住宅部会は平成 26年 8月 22日（金）に、「省エネルギー住宅と今後の住宅政策」をテーマに、日本消防
会館（東京都港区）において住宅部会ゼミナールを開催した。本号では、「省エネルギー住宅の現状とその未来」
のテーマで当日ご講演いただいた東京大学 工学部建築学科の前 真之准教授の講演概要を掲載する。

　

住
宅
に
求
め
ら
れ
る
断
熱
基
準
は
、
昭
和

55
年
に
初
め
て
省
エ
ネ
基
準
が
策
定
さ
れ
た

後
、
平
成
4
年
に
新
省
エ
ネ
基
準
、
そ
の
後

は
「
外
皮
性
能
の
強
化
が
省
エ
ネ
に
一
番
近

道
」
と
い
う
事
で
、
平
成
11
年
に
次
世
代
省

エ
ネ
基
準
（
等
級
4
）
が
策
定
さ
れ
た
。
一

方
、
中
小
工
務
店
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

次
世
代
省
エ
ネ
基
準
で
54
％
、
長
期
優
良
住

宅
に
い
た
っ
て
は
70
％
が
「
施
工
ゼ
ロ
」
と

関
心
の
低
い
結
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
部
門
別

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
推
移
を
見
る
と
、
運

輸
・
産
業
部
門
と
比
較
し
て
住
宅
・
建
築
物

部
門
の
み
が
大
き
く
増
加
し
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
ま
た
断
熱
性
能
の
強
化
だ
け
で
は
限
界

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
は
一
気
に
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
規
制
に
シ
フ
ト
し
た
。
つ
ま
り
「
こ

れ
か
ら
の
住
宅
性
能
は
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
み
で
判
断
し
ま
し
ょ
う
」
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
国
は
「
と
に
か
く
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
減
ら
せ
」
と
言
い
ま
す
が
、実
は
「
も

の
さ
し
」
は
ひ
と
つ
で
す
。
自
由
な
基
準
で

あ
り
、
皆
さ
ん
が
大
事
と
思
う
部
分
や
、
得

意
と
す
る
技
術
の
項
目
で
削
減
し
、
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
総
量
を
基
準
以
下
に
す
れ
ば
よ
い

の
で
あ
る
。

　

建
築
学
科
の
生
徒
は
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る

省
エ
ネ
・
断
熱
性
を
無
視
し
た
住
宅
を
「
良

し
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
ガ
ラ
ス
と
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
放
し
で
構
成
さ
れ
た
有
名
建
築

家
の
建
物
は
、
写
真
映
り
こ
そ
い
い
が
、
夏

は
暑
く
冬
は
寒
い
「
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
爆・

・食

住
宅
」
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
平
成
32
年
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
義
務
化
に
よ
っ
て
同
じ
よ
う

な
建
物
は
建
て
ら
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

で
は
な
ぜ
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
規

制
す
る
の
か
。
無
い
袖
は
振
れ
な
い
事
情
が

そ
こ
に
あ
る
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

は
4
％
と
他
国
と
比
べ
て
著
し
く
低
く
、
片

や
中
国
は
90
％
に
達
す
る
。
ま
た
、
輸
出

69
兆
円
に
対
し
輸
入
は
81
兆
円
と
か
つ
て
の

貿
易
国
日
本
の
面
影
は
既
に
な
い
。
な
か
で

も
輸
入
化
石
燃
料
は
、
平
成
22
年
か
ら
わ
ず

か
3
年
間
で
10
兆
円
増
え
て
27
兆
円
と
恐
ろ

し
い
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
く
消
費
す
る
住
宅
を
こ
の

期
に
及
ん
で
建
て
る
こ
と
は
国
を
売
る
に
等

し
く
、
必
死
に
稼
い
だ
貴
重
な
外
貨
を
外
国

に
吸
い
取
ら
れ
る
こ
と
に
加
担
し
た
と
の
汚

名
を
着
る
こ
と
に
な
る
。
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
削
減
は
、
日
本
の
輸
入
化
石
燃
料
・
貿
易

赤
字
の
削
減
に
つ
な
が
る
非
常
に
大
事
な
こ

と
な
の
だ
。
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一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
単
位
Ｇ
Ｊ
（
ギ
ガ

ジ
ュ
ー
ル
）
は
分
か
り
に
く
い
と
言
わ
れ
る

が
、
実
は
数
字
で
あ
る
が
故
に
、
い
ろ
い
ろ

な
工
夫
の
余
地
が
あ
る
。
断
熱
材
の
厚
み
や

ガ
ラ
ス
の
種
類
で
指
定
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
地
域
ご
と
に
費
用
対
効
果
の
高
い
対
策

が
選
択
で
き
、
省
エ
ネ
の
効
率
的
な
普
及
に

つ
な
が
る
。
日
本
の
電
気
代
は
安
く
、
20
％

上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
た
か
が
知
れ
て
い
る
。

電
気
代
は
1
万
円
、
ガ
ス
代
は
5
千
円
。
そ

れ
に
比
べ
、
通
信
費
は
、
家
族
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
て
ば
2
、
3
万
円
か
か
っ
て
い

て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
節
電
ど
こ
ろ
で
は

な
い
。
携
帯
会
社
を
ど
こ
に
す
る
か
の
方
が

大
事
で
あ
る
。
た
だ
そ
ん
な
ハ
ッ
ピ
ー
な
時

代
が
い
つ
ま
で
続
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

今
後
、
世
界
で
燃
料
消
費
が
増
加
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
中
、
日
本
の
経
済
力
は
低

下
の
一
途
で
あ
る
。
そ
の
状
況
で
い
つ
ま
で

安
い
電
気
が
使
え
る
の
か
何
の
あ
て
も
な

い
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
き
っ
か
け
は
、
ア

メ
リ
カ
の
日
本
に
対
す
る
石
油
輸
出
停
止
に

あ
っ
た
。
当
時
、
世
界
の
石
油
産
出
量
の

55
％
は
ア
メ
リ
カ
産
で
、
日
本
は
そ
こ
か
ら

85
％
を
購
入
し
て
い
る
状
況
で
戦
争
が
始

ま
っ
た
が
、
結
局
は
、
石
油
確
保
の
あ
て
も

な
く
、
最
後
は
松
の
根
を
掘
り
起
こ
し
て
松

根
油
を
作
る
に
至
っ
た
。
今
の
日
本
で
は
こ

れ
と
同
じ
こ
と
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
つ
ま
り
マ
ク
ロ
的
な
計
画
が
な
い
ま

ま
に
進
も
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

高
度
成
長
時
代
は
、
給
料
の
伸
び
に
対
し
、

電
気
代
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ

の
間
、
こ
れ
が
生
活
の
進
歩
と
ば
か
り
家
電

を
買
い
ま
く
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
石
油
に

依
存
し
、
自
給
率
は
激
減
し
た
が
、
実
は
住

宅
は
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。

　

と
に
か
く
安
い
電
気
、
省
Ｃ
Ｏ
2
の
電
気

を
求
め
原
子
力
に
依
存
し
過
ぎ
た
結
果
、
他

の
技
術
が
育
た
な
か
っ
た
。
省
エ
ネ
は
原
子

力
一
本
槍
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
は
心
配

し
な
く
て
も
大
丈
夫
と
い
っ
た
雰
囲
気
が

あ
っ
た
が
、
全
て
は
東
日
本
大
震
災
で
吹
き

飛
ん
だ
。
原
発
再
稼
動
の
話
も
あ
る
が
、
も

う
昔
の
よ
う
に
戻
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

　

今
、
省
エ
ネ
行
動
に
つ
い
て
研
究
が
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
。
世
の
中
の
省
エ
ネ
は
、

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
高
効
率
設
備
、
高
断
熱
だ

が
限
界
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と

か
で
は
な
く
、
省
エ
ネ
行
動
を
喚
起
す
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
含
め
た
提
案
を
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
。
国
が
先
回
り
し
て
あ
れ
こ
れ

言
う
の
で
は
な
く
、「
ユ
ー
ザ
ー
が
住
宅
性
能

に
関
心
を
持
つ
」、
こ
れ
が
省
エ
ネ
行
動
だ
と

思
っ
て
い
る
。
設
計
者
が
省
エ
ネ
の
重
要
性

を
伝
え
る
の
も
大
切
な
こ
と
だ
。

　

平
成
24
年
、
世
界
の
大
学
が
太
陽
光
住
宅

の
性
能
な
ど
10
項
目
を
競
う
「
ソ
ー
ラ
ー
・

デ
カ
ス
ロ
ン
」
に
、
日
本
か
ら
積
水
ハ
ウ
ス
・

千
葉
大
学
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
参
加
し
た
。
結
果

は
18
チ
ー
ム
中
15
位
で
、
世
界
か
ら
「
伝
統

住
宅
に
過
ぎ
な
い
」
と
の
厳
し
い
評
価
を
受

け
た
。
経
産
省
は
、
こ
の
結
果
に
危
機
感
を

抱
き
、
エ
ネ
マ
ネ
ハ
ウ
ス
で
競
わ
せ
る
こ
と

に
し
た
。
い
わ
ば
、
日
本
版
デ
カ
ス
ロ
ン
で
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あ
る
。
東
京
大
学
か
ら
は
建
築
学
科
の

4
名
が
参
加
し
、
積
水
ハ
ウ
ス
と
ペ
ア

を
組
ん
た
。
と
に
か
く
、
今
回
は
勝
つ

こ
と
に
拘
っ
た
。
意
地
で
も
勝
つ
ん
だ

と
。
積
水
ハ
ウ
ス
と
東
大
の
組
合
せ
…

皆
さ
ん
ど
う
思
い
ま
す
か
。周
り
の「
勝

た
せ
た
く
な
い
」「
勝
っ
て
当
た
り
前
」

と
い
っ
た
雰
囲
気
は
、
競
技
前
か
ら
ハ

ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
だ
っ
た
。

　

太
陽
光
発
電
（
Ｐ
Ｖ
）
を
載
せ
や
す

い
戸
建
は
簡
単
な
の
で
、
我
々
は
、
よ

り
条
件
の
厳
し
い
都
市
の
集
合
住
宅
の

一
室
を
想
定
し
て
ト
ラ
イ
す
る
こ
と
に

し
た
。
今
回
は
、
徹
底
し
た
高
断
熱
・

高
気
密
と
高
断
熱
窓
、
そ
の
上
で
蓄
熱

と
太
陽
熱
の
み
の
無
暖
房
に
取
り
組
ん

だ
。
日
本
で
太
陽
熱
暖
房
が
可
能
と
考

え
た
の
は
、
ド
イ
ツ
と
比
べ
日
射
量
が

3
〜
4
倍
と
多
い
か
ら
。
た
だ
、
目
一

杯
日
射
を
取
り
入
れ
る
だ
け
で
は
解
決
し
な

い
。
日
中
は
、
日
射
で
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
、

夜
は
、
熱
が
逃
げ
て
気
温
が
低
下
す
る
。
窓

を
設
け
て
日
射
を
入
れ
る
、
そ
の
上
で
余
計

な
遮
蔽
は
せ
ず
、
熱
を
逃
が
さ
ず
断
熱
し
、

蓄
熱
で
熱
の
出
し
入
れ
を
行
う
。
数
値
を

し
っ
か
り
詰
め
て
い
く
努
力
を
し
な
い
と
何

も
見
え
て
こ
な
い
。

　

事
前
の
実
験
で
は
、
日
射
を
防
ぐ
こ
と
を

考
慮
し
な
か
っ
た
た
め
、
室
温
は
日
中
39
℃

ま
で
上
昇
し
た
が
、
透
光
断
熱
材
と
蓄
熱
材

エ
ネ
マ
ネ
ハ
ウ
ス
へ
の
挑
戦
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を
表
裏
に
張
り
合
わ
せ
た
障
子
を
作
成
し
、

昼
に
蓄
熱
し
、
夜
に
反
転
し
て
放
熱
す
る
こ

と
で
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
を
克
服
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

大
会
は
3
日
間
を
通
し
て
行
わ
れ
た
。
本

番
で
は
、
予
習
で
の
対
策
と
、
天
井
断
熱
材

か
ら
の
夜
間
放
熱
が
功
奏
し
、
必
要
最
小
限

の
エ
ア
コ
ン
利
用
で
、
室
温
20
℃
を
維
持
。

他
の
大
学
と
比
べ
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

を
半
分
程
度
に
抑
え
て
優
勝
し
、
東
京
大
学
・

積
水
ハ
ウ
ス
チ
ー
ム
と
し
て
、
何
と
か
面
目

が
立
っ
た
。

　

よ
く
「
冬
し
か
考
え
て
い
な
い
の
で
は
？

夏
は
ど
う
す
る
の
か
？
」
と
の
質
問
を
受
け

る
。
日
本
人
は
感
情
論
に
流
さ
れ
や
す
く
、

エ
ア
コ
ン
に
代
わ
る
提
案
に
シ
ャ
カ
リ
キ
に

な
り
ま
す
が
、
夏
は
太
陽
光
発
電
で
エ
ア
コ

ン
を
利
用
す
れ
ば
よ
い
。
大
切
な
の
は
冬
の

対
策
で
あ
る
。

　

2
0
1
4
ソ
ー
ラ
ー
・
デ
カ
ス
ロ
ン
視
察

の
話
を
し
ま
す
。

　

日
本
か
ら
は
、
千
葉
大
学
が
エ
ネ
マ
ネ
ハ

ウ
ス
を
改
良
・
移
設
し
て
参
加
し
た
。
私
が

現
地
入
り
し
た
初
日
は
、
参
加
20
大
学
中
1

位
と
途
中
ま
で
健
闘
、
最
終
的
に
は
11
位
で

あ
っ
た
が
、
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
は
ト
ッ
プ
集

団
に
属
す
る
な
ど
、
前
回
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
躍
進
し
た
。

　

大
会
は
、普
通
の
戸
建
で
は
な
く
、

新
し
い
集
合
住
宅
、
災
害
に
耐
え
ら

れ
る
家
、
ま
た
は
低
所
得
者
に
対
す

る
提
案
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。で
は
、

住
宅
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ど
の
様

に
評
価
す
る
の
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
減
ら
し
て
、

温
度
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
、
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
。
空
調
音
も
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
、
住
環
境
に
対
す
る
質

の
捉
え
方
は
、
日
本
人
と
異
な
る
。

特
に
、
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
総
合

優
勝
の
イ
タ
リ
ア
で
あ
る
。
太
陽
光

発
電
パ
ネ
ル
が
、
ス
ラ
イ
ド
開
閉

し
、
角
度
も
変
え
ら
れ
る
が
、
発
電

量
は
大
し
た
こ
と
は
な
い
。一
方
で
、

ビ
ビ
ッ
ド
な
外
壁
や
洗
練
さ
れ
た
内

装
、
全
面
ガ
ラ
ス
が
面
一
に
張
ら
れ

た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
思
わ
せ
る
木
製
窓

な
ど
、
建
築
的
な
魅
力
が
突
出
し
て
い
た
。

デ
カ
ス
ロ
ン
は
、
審
査
項
目
に
発
電
量
の
項

目
は
な
く
、
エ
コ
ハ
ウ
ス
だ
か
ら
と
言
っ
て

格
好
悪
い
の
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
特

に
、
今
回
は
自
分
で
電
気
を
消
費
し
、
系
統

に
負
担
を
か
け
な
い
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
と

思
う
。
太
陽
光
が
発
電
す
る
の
は
当
た
り
前

で
、
そ
の
電
気
を
そ
の
ま
ま
系
統
に
売
電
し
、

不
足
時
に
買
電
す
る
よ
う
な
、
自
己
中
心
な

話
は
ご
法
度
で
あ
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
爆
発
的
増
加
で
、

去
年
の
太
陽
光
発
電
の
売
値
は
大
き
く
下
落

し
た
。
日
本
も
遠
か
ら
ず
こ
う
な
る
。
こ
の

よ
う
に
、
政
策
の
急
転
換
で
突
如
と
し
て
蓄

電
池
が
必
要
に
な
る
。
昨
年
、
ド
イ
ツ
の
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
は
、
蓄
電
池
が
標
準
仕
様
に

な
り
、
蓄
電
池
を
4
0
0
0
台
売
っ
た
。
何

が
言
い
た
い
か
と
い
う
と
、
政
策
次
第
で
、

あ
る
日
突
然
必
須
ア
イ
テ
ム
に
な
る
と
い
う

こ
と
。
あ
る
事
に
一
辺
倒
、
こ
れ
は
怖
い
こ

と
だ
と
思
う
。

　

私
が
な
ぜ
、
太
陽
光
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。
太
陽
光
利
用
は
世
界
中
で
活
発
だ
。

要
素
技
術
に
向
い
て
し
ま
う
と
ガ
ラ
パ
ゴ
ス

化
し
て
し
ま
う
が
、
太
陽
は
世
界
共
通
。
つ

ま
り
、
太
陽
に
通
じ
る
こ
と
は
世
界
に
通
じ

る
こ
と
で
、
今
の
自
分
に
と
っ
て
は
一
番
の

近
道
と
思
っ
て
い
る
。

日
本
は
、
日
の
下
（
も
と
）
の
国
だ
。
だ
か

ら
と
言
っ
て
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
薦
め
て
い

る
訳
で
は
な
い
が
、
何
で
も
よ
い
の
で
、
新

し
い
世
界
の
ト
レ
ン
ド
を
掴
む
こ
と
を
、
日

本
は
も
う
一
度
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

う
し
な
い
と
世
界
の
大
局
を
見
失
い
、
日
本

人
し
か
拘
ら
な
い
こ
と
に
膨
大
な
労
力
を
費

や
し
な
が
ら
、
結
果
的
に
、
世
界
か
ら
全
く

相
手
に
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　

ソ
ー
ラ
ー
・
デ
カ
ス
ロ
ン
で
は
、
ス
ペ
イ

ン
、
イ
タ
リ
ア
の
学
生
の
方
が
頑
張
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
何
故
か
。
経
済
は
最
悪
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
先
行
き
が
見
え
な
い
。
電
力
会
社
、

政
府
に
頼
っ
て
い
ら
れ
な
い
の
で
、
自
分
た

ち
の
事
と
し
て
真
剣
に
取
り
組
み
、
審
査
員

も
こ
れ
を
評
価
す
る
。
切
迫
感
、
厳
し
さ
が

人
を
鍛
え
る
と
思
う
。
日
本
も
そ
う
で
あ
っ

て
欲
し
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

（
報
告
・
ト
ヨ
タ
ホ
ー
ム
㈱
技
術
部 

向
井
潤
）
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き
る
こ
と


